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【コピー、転送、回覧など多くの人にお渡しください。各団体各地の活動をお知らせ下さい】 

部品交換で一時飛行停止 

安全性不透明な飛行再開許せない 
米軍言いなり 北関東防衛局の情報提供  

 米国防総省は 2 月 4 日、米海兵隊と空軍、
海軍オスプレイの約 400機の一部飛行停止
を発表しました。これは、クラッチ関連の
不具合が起きやすいとして、米軍が部品交
換のために一時飛行停止させたものです。 

 米海兵隊は 8 日、MV22 オスプレイを普
天間基地周辺や那覇市内上空で、飛行を再
開させました。一方、普天間基地に常駐の
24 機が部品交換の対象になるかについて、
「運用上の理由から公開できない」として
明らかにしていません。 

 北関東防衛局は 7 日、「CV-22 に関する
米側のプレスリリースについて」の次の情
報提供を行いました。要旨は、①オスプレ
イの部品交換は、予防的な措置であり、オ
スプレイの機体自体の安全性に問題はな
い、②今回の措置の対象は、一定使用時間
を経過したものが部品交換の対象で、機体
が所属する部隊・機数などの詳細は、米軍
の運用体制に関することは答えられない、
③クラッチを原因とする特有の現象は、根
本的な原因は調査中。今回の措置は、クラ
ッチを原因とする特有の現象の発生を予防
する措置の一環であると説明を受けてい 
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お 知 ら せ 
ロシアのウクライナ侵攻から 1年ウクライナに平和を!2･24日比谷野音集会＆デモ  

 2 月 24 日（金）18 時 30 分～日比谷野外音楽堂 銀座デモ 
     主催 さよなら原発 1000 万人アクション、総がかり行動実行委員会 
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港区が米軍のヘリポート撤去要請を防衛省・都に 
東京・港区議会は 2 月 7 日、港区六本木にある米軍ヘリポート基

地に関して、早期に基地撤去をするよう防衛省と東京都に要請しま

した。ヘリポートは米軍基地「赤坂プレスセンター」にあり、近く

には国立新美術館や青山霊園、住宅地などがあります。 

近隣住民は、早朝、夜間の飛行をはじめとする騒音や事故発生の

不安などがあり、ヘリポートの早期撤去や国による騒音実態調査な

どを求めています。要請は 2004 年から続いています。 

る。詳細は引き続き確認中、④オスプレイ
の安全性は、米軍専門部局より機体自体の
安全性に問題がないことを確認しており、
飛行の安全にかかわる構造上の欠陥はな
い、⑤陸自オスプレイの運用・部品交換は、
機体自体の安全性に問題はなく部品交換を
行う必要はない、というものです。 

この情報提供は米軍言いなりであり、機
体の安全性が不透明な状況で、オスプレイ
の飛行再開を許すことはできません。 

 日本平和委員会は 14 日、クラッチの部品
交換のための一部飛行停止措置について、
「オスプレイの飛行中止と撤去を求める」
防衛省要請をオンライン兼ねて行いまし
た。安保破棄中央実行委員会からも参加。 

戦前、工廠で銃をつくる人たち 
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